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年
金
手
帳
は
将
来
就
職
や
退
職
、
ま

た
は
年
金
の
請
求
手
続
き
を
す
る
と
き

な
ど
に
提・

・出
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
第
1
号
被
保
険

者
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
年
金
手
帳
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
年
金
手
帳
を
し
っ
か

り
管
理
し
て
、
自
分
の
年
金
加
入
記
録

を
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
年

金
記
録
を
管
理
す
る
の
は
あ
な
た
で

す
！　

年
金
だ
よ
り

市
民
課
国
民
年
金
係　
☎
９
７
３
ー
５
４
９
８

祝  
成
人
お
め
で
と
う
！  

新
成
人
の
皆
さ
ん
、

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
は
、老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で

は
な
く
、病
気
や
け
が
で
重
い
障
害
が
残
っ

た
と
き
な
ど
に
も
年
金
を
支
給
し
、思
い
が

け
な
い
人
生
の「
万
が一
」も
サ
ポ
ー
ト
す
る

公
的
年
金
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営

し
て
い
ま
す
の
で
、支
給
さ
れ
る
年
金
の
半

分
の
額
が
国
の
税
金
か
ら
負
担
さ
れ
る
な

ど
、と
て
も
有
利
で
安
心
な
制
度
で
す
。

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
す
べ
て
の
方（
外
国
人
含
む
）に
、国

民
年
金
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す（
国
民
皆
年
金
）。

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
方
で
、20
歳
に

な
っ
て
第
1
号
被
保
険
者
と
な
る
方（
学

生
、自
営
業
者
等
。フ
リ
ー
タ
ー
や
無
職
の
方

も
含
む
）は
、う
る
ま
市
役
所
市
民
課
国
民
年

金
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第
2
号
被
保
険

者
の
方
や
、そ
の
第
2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
る
配
偶
者
の
第
3
号
被
保
険
者
の
方
は
、勤

務
先
の
事
業
所
が
加
入
手
続
き
を
行
い
ま
す
の

で
、個
別
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
の
平

成
27
年
度
の
保
険
料
額
は
、月
額
１
５
，

５
９
０
円
で
す
。

　

学
生
で
、収
入
が
少
な
い
た
め
に
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、申
請
を
す

れ
ば
保
険
料
の
納
付
が
猶
予・免
除
と
な
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。「
学
生
納
付
特
例
制
度
」は
、所
得

が
な
い
学
生
の
方
の
ご
本
人
の
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、学
生
以
外
の一
般
の
自
営
業
者
の
方

な
ど
は
、経
済
的
な
理
由
等
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
と
き
に
、ご
本
人
の
申
請
に

よ
っ
て「
保
険
料
免
除
制
度
」や「
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
」を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、所
得
が一
定
額
以
下
の
場
合
に
該
当

し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る

と
、次
の
事
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
際
、障
害
基
礎

年
金
が
受
け
取
れ
な
い　

●
万
が一
死
亡
し
た
際
、遺
族
が
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
取
れ
な
い
。

（
※
遺
族
基
礎
年
金
上
の
遺
族
と
は
、18
歳

未
満
の
子
の
あ
る
配
偶
者
、18
歳
未
満
の
子

を
さ
し
ま
す
。）

●‌�

老
後
の
年
金（
老
齢
基
礎
年
金
）が
受
け
取
れ

な
か
っ
た
り
、年
金
額
が
低
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
こ
の
よ
う
に
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
。納

付
、も
し
く
は
免
除
等
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

通
常
の
口
座
振
替
の
振
替
日
は
翌
月
末
で

す
が
、申
出
に
よ
り
当
月
末
振
替
に
す
る

と
、一
カ
月
あ
た
り
50
円
割
引
さ
れ
て
お
得
で

す
。

　

ま
た
、そ
の
年
度
の
半
年
分
・
１
年
分
、ま

た
は
2
年
度
分
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い

（
前
納
）す
る
と
、納
付
書（
現
金
）で
納
め
る

よ
り
割
引
額
が
多
く
大
変
お
得
で
す
。

　
口
座
振
替
に
よ
る
２
年
度
分
前
納
が
あ
り
ま

す
。

Ｑ 

加
入
し
な
く
ち
ゃ
ダ
メ
な
の
？

Ｑ 

ど
う
や
っ
て
加
入
す
る
の
？

Ｑ 
保
険
料
が
払
え
な
い
の
だ
け
ど
…

Ｑ 

未
納
に
し
て
い
る
と
ど
う
な
る
の
？

Ｑ 

保
険
料
を
安
く
で
き
な
い
の
？

Ｑ 

将
来
、年
金
が
本
当
に

　

  

も
ら
え
る
の
？

年
金
手
帳
は
大
切
に
！
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Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
物
価
の
変
動
等
に
あ
わ
せ
て
、年
金
額
が

改
定
さ
れ
る
た
め
、年
金
に
加
入（
20
歳
）

し
て
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
ま
で

の
間
、経
済
社
会
が
大
き
く
変
動
し
た
と
し
て

も
、年
金
の
価
値
が
保
障
さ
れ
ま
す
。国
民
年

金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
２
分
の
１
が
国
庫
負
担

（
税
金
）で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。


